
京都府料飲連合会・事業協会
定時総会の日程が決定

ふ
ぐ
は
難
し
く
な
い

第
10
回
ふ
ぐ
料
理
教
室

　先号で予定として既報のとおり、京都府料理飲食業
組合連合会、並びに料理飲食業福祉厚生事業協会の定
時総会の日程が正式に決定した。

料亭 ゆう月（りょうてい ゆうづき）
綾部市七百石町由里16-1　☎0773（44）0818
11:30~15:00  18:00~22:00（2日前までの完全予約制）/不定休

2005年10月にオープンした会席料理店。建坪と庭を合わせて
1500坪ほどという贅沢な１軒。30席のメインフロアの他、個室
も含めて50名のキャパだが、例え1組2名であっても、1日に3組
限定。各組はセパレートされた環境で食事ができる。両家の顔合
わせ、お食い初めなど、伝統的な使われ方も多いという

鴨
ロ
ー
ス
、
蟹
の
黄
身
酢
和
え
、
筍
と
菜
の
花
の
木
の
芽
味
噌
が
け
、
フ
グ
皮
の
煮
凝
り
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ「
季
節
の
花
籠
膳
」

６
０
０
０
円
か
ら
。
奥
は
米
粉
や
黒
蜜
を
使
っ
た
生
地
の「
ゆ
う
月
ロ
ー
ル
」と
い
う
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
と
苺
の
柑
橘
ゼ
リ
ー

［労災保険］仕事中、通勤途中のけがや疾病によって、治療や休業が必要な場合に治
療費や休業補償給付などを行う保険。［雇用保険］従業員が仕事を辞めなければならな
くなったときに、次の就職先が決まるまでの生活保障。［代行委託のメリット］❶面倒
な事務手続きを任せることで、事業に専念できる。 ❷労働保険料分納可能（年3
回）❸家族専従者も労災保険に加入可能（特別加入）

労働保険の
メンテナンス
代行します 京都府料理飲食業福祉厚生事業協会☎075(252)0287お問い合わせ

飲食店経営にとっても重要な、労災保険と雇用保険を合わせた「労働保険」。
京都府料理飲食業福祉厚生事業協会が、この事務処理を代行します。

連合会ではKICSカードの団体取り扱いを行うととも
に、普及を進めています。クレジットカードの利用が増
加している昨今、KICSは便利なだけでなく、手数料
率や入金頻度など、本当に使えます。メリット多数です。

クレジットカードKICS

加入のお問い合わせは京都料理飲食業組合連合会 075(252)0287

取り扱い
やってます

地
産
地
消
を
謳
わ
ず
と
も

優
れ
た
食
材
が
身
近
な
幸
せ

　

本
紙
で
は
何
度
も
触
れ

て
き
た
が
、
京
都
府
北
中

部
は
食
材
に
恵
ま
れ
た
地

域
だ
。
上
林
川
の
流
域
で

あ
る
上
林
地
区
が
あ
る
こ

こ
綾
部
市
も
そ
う
。
標
高

が
高
い
山
間
は
、
恵
み
の

川
の
恩
恵
を
受
け
、
松
茸

や
栗
、
筍
な
ど
、
全
国
的

に
知
ら
れ
た
食
材
や
鶏
、

ま
た
北
大
路
魯
山
人
が
愛

し
た
鮎
も
そ
う
だ
。
地
産

地
消
を
特
に
謳
わ
ず
、
ま

た
探
さ
ず
と
も
身
近
に
優

れ
た
食
材
に
富
む
。

　

さ
ら
に
「
明
治
か
ら
養

蚕
業
で
栄
え
た
土
地
で
も

あ
り
、
昔
な
が
ら
の
料
理

旅
館
も
残
っ
て
い
て
、
食

も
含
め
た
特
有
の
文
化
が

あ
り
ま
す
ね
」
と
同
店
料

理
長
の
通
山
直
人
さ
ん
。

綾
部
市
街
か
ら
10
㎞
ほ
ど
、

田
畑
に
囲
ま
れ
た
山
の
入

口
の
よ
う
な
場
所
に
あ
り
、

１
２
０
０
坪
と
い
う
広
大

な
庭
も
含
め
、
正
に
自
然

の
中
の
１
軒
だ
。

　

ま
ず
は
米
ど
こ
ろ
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
食
材
の

中
心
は
そ
の
米
で
あ
る
、

と
も
。
美
味
い
米
が
あ
れ

ば
、
そ
こ
に
は
美
味
い
酒

も
あ
る
。
土
地
の
日
本
酒

も
豊
富
に
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

し
て
い
る
。　

　

会
席
料
理
で
は
あ
る
が
、

拘
り
な
く
洋
食
材
も
自
在

に
使
う
。
好
例
に
ト
ン
カ

ツ
が
あ
る
が
、
と
は
言
え
、

豚
肉
は
ま
ず
角
煮
に
し
た

も
の
を
、
パ
ン
粉
に
は
菊

菜
を
ブ
レ
ン
ド
し
、
ソ
ー

ス
に
は
熟
成
日
本
酒
と
味

噌
を
用
い
る
と
い
っ
た
具

合
だ
。

　

豊
か
な
自
然
、
ま
た
そ

の
恵
み
、
そ
し
て
自
由
な

発
想
が
他
で
は
な
い
こ
の

地
で
生
ま
れ
、
そ
の
帰
結

と
し
て
茶
懐
石 

三
友
居
と

と
も
に
受
賞
し
た
京
都
府

観
光
連
盟
が
主
催
し
、
昨

年
新
設
し
た
「
京
都
ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
ア
ワ
ー
ド
」

の
グ
ラ
ン
プ
リ
が
あ
る
、

と
い
う
わ
け
だ
。

同じく「季節の花籠膳」から。後半を彩
る季節のかき揚げ（写真はタラの芽）、ち
りめん山椒と菜の花のまぜご飯。写真の
他に焼き物も付く全６品のコース。「綾
部の四季」など、近隣の酒蔵の日本酒を
常時10種ほど揃える

［場　所］ ホテルオークラ京都

［日　時］ 令和６年５月３０日（木）
／15:00～
／16:00～
／17:00～

•
•
•

福祉厚生事業協会
京都府料飲連合会
合 同 懇 親 会

京都市中京区一之船入町537番地の4
☎075（211）5111㈹

　

去
る
令
和
６
年
３
月

14
日
（
木
）、
京
の
食

文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
あ

じ
わ
い
館
に
お
い
て
、

ふ
ぐ
料
理
教
室
が
行
わ

れ
た
。
料
理
人
で
は
な

く
一
般
参
加
者
を
対
象

に
、
平
成
25
年
か
ら
京

都
府
ふ
ぐ
組
合
が
主

催
、
今
回
で
10
回
目
の

節
目
を
迎
え
た
。

　

京
都
市
中
央
卸
売
市

場
か
ら
処
理
済
み
の
身

欠
き
ふ
ぐ
を
取
り
寄
せ
、

吉
田
昌
弘
理
事
長
を
は

じ
め
組
合
員
ら
６
名
が

講
師
と
し
て
22
名
の
参

加
者
に
向
け
て
、
部
位

の
説
明
か
ら
一
尾
の
ふ
ぐ

を
三
枚
に
お
ろ
し
、
皮

や
て
っ
さ
の
ひ
き
方
、

ま
た
て
っ
ち
り
の
盛
り

方
や
唐
揚
げ
の
作
り
方

を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。

　

捌
い
た
ふ
ぐ
は
各
家

庭
に
持
ち
帰
る
、
言
わ

ば
家
飲
み
な
ら
ぬ
「
家

ふ
ぐ
」
の
ス
ス
メ
な
の

だ
が
、「
ま
ず
は
、
ふ
ぐ

を
身
近
で
、
当
た
り
前

の
も
の
と
し
て
捉
え
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
い

う
、
同
組
合
の
指
針
に

よ
る
も
の
。

　

参
加
費
は
６
０
０
０

円
。
身
欠
き
と
ら
ふ
ぐ

一
尾
を
含
む
と
い
う

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
設
定

で
、
中
に
は
庖
丁
持
参

の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
お

り
、
素
早
い
手
さ
ば
き

を
披
露
し
た
。

令和6年度労働保険の年度更新期間は
6月3日月～7月10日水です
労働保険（労災・雇用保険）について、事業
主は令和5年度の保険料を清算するための
確定保険料の申告・納付の手続き及び令和
6年度の概算保険料の申告・納付の手続き
が必要です。この一連の手続きを「年度更
新」と言います。今年度の年度更新の手続
き期間は、6月3日（月）～7月10日（水）と

なりますので必ず手続きを行って下さい。

なお、京都府料理飲食業福祉厚生事業協会
に労働保険事務を委託されている事業主様
は、当協会にて手続きを行います。ご不明
な点はお問い合わせ下さい。 
【お問い合わせ】☎075（252）0287

京  都  料  理  飲  食  新  聞（１）２０２４年（令和６年）４月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３６８号

https://www.kyo-ryoinren.com

京   都   料   理   飲   食   新   聞
京都府料理飲食業組合連合会　〒604-0951 京都市中京区二条通富小路東入ル 京都料飲国保会館2F　TEL.075-252-0287　FAX.075-252-0288　発行人：園部平八　編集人：竹中 聡
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令
和
５
年
度 

第
57
期

通
常
総
代
会 
開
催
の
お
知
ら
せ

京
都
府
飲
食
業
生
活
衛
生

同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
５
２
）３
１
４
５

﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）０
６
６
８

京
都
府
中
華
料
理

生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通

富
小
路
東
入
ル

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈

０
７
５（
２
２
２
）２
５
８
０

令
和
５
年
度 

第
１
回 

全
女
連

正
副
会
長
会
・
監
査
会
開
催

　

去
る
令
和
６
年
３
月

22
日（
金
）、
全
国
生
衛

会
館
に
お
い
て
、
表
題

の
通
り
開
催
さ
れ
、
上

田
ヤ
ヨ
イ
女
性
部
長

（
全
女
連
監
事
）
が
出

席
し
た
。

　

会
議
で
は
令
和
５
年

度
事
業
・
決
算
報
告
、

役
員
改
選
、
令
和
６
年

度
事
業
計
画
、
予
算
案

に
つ
い
て
、
ま
た
今
後

の
事
業
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
た
。

京
都
魚
菜
鮓
商
協
同
組
合

通
常
総
会
並
び
に
懇
親
会
を
開
催

　

去
る
令
和
６
年
２
月

27
日（
火
）、
京
都
魚
菜

鮓
商
協
同
組
合
は
鶴
清

に
お
い
て
第
68
期
通
常

総
会
を
開
催
し
、
２
０

２
３
年
度 

事
業
報
告
・

決
算
報
告
、
２
０
２
４

年
度 

事
業
計
画
案
・

予
算
案
な
ど
審
議
し
全

て
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
賛
助
会
会

員
と
共
に
懇
親
会
を
開

催
し
、親
睦
を
深
め
た
。

全
飲
連
第
61
回
全
飲
連
全
国

石
川
県
大
会 

開
催
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
６
月
26
日（
水
）
石
川
県
立
音
楽
堂
に
て

　

詳
細
は
各
組
合
に

送
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
た
く

さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
た
な
事
務
員
の
ご
紹
介

　

平
成
27
年
８
月
21
日

よ
り
当
組
合
の
事
務
局

と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い

ま
し
た
武
原
賢
三
氏
が

令
和
６
年
３
月
20
日
付

け
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
は
副
理
事
長
兼

事
務
局
長
と
し
て
、
ま

た
令
和
２
年
３
月
12
日

よ
り
事
務
局
長
と
し
て
、

特
に
融
資
相
談
に
力
を

注
ぎ
、
組
合
員
増
強
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
任
に
は
安
田
茂
樹

氏
が
令
和
６
年
３
月
１

令
和
５
年
度 

第
６
回
理
事
会

各
議
題
に
つ
い
て
審
議

　

先
月
号
で
既
報
の
去

る
令
和
６
年
１
月
29
日

（
月
）、Ｂ
ｅ
ｅ
ｒ 

Ｔ
ｈ

ｉ
ｒ
ｔ
ｙ（
中
京
区
河
原

町
通
三
条
下
ル
）
に
お

い
て
行
わ
れ
た
令
和
５

年
度
、
京
都
府
中
華
料

理
生
活
衛
生
同
業
組
合
・

賛
助
商
社
会
合
同
で
の

交
流
会
に
先
だ
っ
て
行

わ
れ
た
理
事
会
に
お
い

て
は
、
次
の
議
題
に
つ

い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。

全
国
中
華
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

企
画
委
員
会
主
催 

若
手
経
営
研
修
会
開
催

　

去
る
令
和
６
年
２
月

６
日
（
火
）、
東
京
の
新

宿
で
行
わ
れ
た
若
手
経

営
者
研
修
会
に
参
加
し

て
参
り
ま
し
た
。
フ
ー

ド
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ

協
会
所
属
の
遠
山
景
子

氏
を
講
師
に
迎
え
、
全

国
の
中
華
生
衛
組
合
の

代
表
が
約
30
名
出
席
し

行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修

会
は
２
部
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
と

Ｄ
Ｘ
化
、
第
二
部
で
は

「
組
合
活
動
の
問
題
点
と

対
策
を
考
え
る
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
各
地
域

の
組
合
員
同
士
で
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

原
材
料
高
騰
対
策
と

し
て
、
メ
ニ
ュ
ー
内
容
、

構
成
を
見
直
し
、
集
客

メ
ニ
ュ
ー
、
定
番
、
利

益
確
保
メ
ニ
ュ
ー
、
季

節
メ
ニ
ュ
ー
に
分
け
る

こ
と
で
、
顧
客
満
足
度

を
上
げ
、
必
要
客
単
価

を
確
保
し
、
利
益
を
確

保
し
、
積
極
的
に
売
っ

て
い
き
た
い
メ
ニ
ュ
ー

を
選
び
、
メ
ニ
ュ
ー
表

を
強
化
す
る
こ
と
が
「
売

る
仕
組
み
」
に
必
要
と

な
り
、
メ
ニ
ュ
ー
表
こ

そ
が
、
売
り
た
い
も
の
、

食
べ
て
欲
し
い
も
の
を

注
文
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
メ
イ
ン
の
営
業
マ

ン
で
あ
り
、
ホ
ー
ル
ス

タ
ッ
フ
に
営
業
の
役
割

を
期
待
し
て
は
い
け
な

い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
は
写

真
入
り
の
メ
ニ
ュ
ー
表

に
し
、
コ
メ
ン
ト
を
つ

け
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
大
切
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　

売
り
た
い
メ
ニ
ュ
ー

を
メ
イ
ン
の
ペ
ー
ジ
に

載
せ
て
客
単
価
ア
ッ
プ

を
実
現
さ
れ
た
例
や
、

ノ
ー
ト
式
の
メ
ニ
ュ
ー

を
巻
き
三
つ
折
り
メ

ニ
ュ
ー
に
代
え
て
オ
ー

ダ
ー
時
間
の
短
縮
と
売

上
ア
ッ
プ
を
さ
れ
た
事

例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
て
の
業
界
に
お
い

て
賃
金
ア
ッ
プ
が
求
め

ら
れ
て
い
る
今
、
経
営

者
は
覚
悟
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
賃
上
げ

の
で
き
な
い
業
界
、
企

業
は
働
き
手
不
足
に
な

り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
は
、
省
人
化

を
目
指
し
１
人
当
た
り

の
給
与
分
配
増
を
目
指

す
こ
と
が
大
切
に
な
っ

て
く
る
と
し
て
、
ユ
ニ

ク
ロ
の
成
功
例
を
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
飲

食
店
に
お
い
て
は
テ
ー

ブ
ル
オ
ー
ダ
ー
や
モ
バ

イ
ル
オ
ー
ダ
ー
を
活
用

し
て
賃
金
ア
ッ
プ
、
サ
ー

ビ
ス
強
化
、
顧
客
満
足

度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
、
と
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。Ｉ
Ｔ
導
入

補
助
金
も
使
え
る
の
で
、

上
手
に
活
用
す
る
こ
と

も
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

第
二
部
で
は
岩
手
県

組
合
で
の
新
規
組
合
員

獲
得
の
取
り
組
み
（
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
企
画
）

や
香
川
県
組
合
に
よ
る

讃
岐
餃
子
と
い
う
新
し

い
名
物
料
理
の
開
発
の

話
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
の
質
疑
応

答
の
中
で
、
人
手
不
足

解
消
の
た
め
に
海
外
か

ら
研
修
生
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
組
合
員
の
方

や
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
を
使
っ
て
顧

客
の
来
店
頻
度
を
上
昇

さ
れ
た
と
い
う
お
話
も

う
か
が
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
講
師
の
方
、
全

国
各
地
の
組
合
員
の

方
々
の
様
々
な
お
話
を

聞
け
て
、
お
知
り
合
い

に
な
れ
た
こ
と
が
と
て

も
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

毎
年
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
た
い
と
い
う
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
組

合
へ
お
声
が
け
く
だ
さ

い
。
ま
た
「
こ
ん
な
企

画
を
や
っ
て
み
た
い
」

「
う
ち
の
店
で
料
理
研

修
会
を
や
っ
て
も
い
い

よ
」
と
い
う
方
も
組
合

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
で
京
都
の
中

華
を
も
っ
と
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ア
ジ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

　
　

 

芙
蓉
園　

加
地
賢
治

　
こ
の
た
び
︑
3
月
より

事
務
局
で
お
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
いて
お
り
ます

安
田
茂
樹
と
申し

ます

︒

　
前
職
で
は
病
院
で
総
務
業
務
を
中
心
に
経
験
を

積
ん
で
き
まし

た
︒
前
職
の
経
験
を
活
かし

て
飲

食
業
の
発
展
の
た
め
貢
献
で
き
る
よう

努
めて
参

り
ます

︒

　
また

︑
先
輩
が
築
いて
こ
られ

まし

た
組
合
の

伝
統
が
更
に
次
世
代
に
後
継
され

る
よう

︑
微

力
で
は
ござ

い
ます

が
︑
頑
張
り
た
いと

存じ

ます

︒

　
早
く
仕
事
に
慣
れ
て
︑
一
日
も
早
く
皆
様
の

お
役
に
立
て
られる

よう

頑
張
り
ます

ので
会
員

の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
指
導
を
賜
り
ます

よう

よろ

しく

お
願
い
申し

上
げ
ます

︒

日
よ
り
事
務
局
と
し
て

勤
務
し
て
い
ま
す
。
安

田
氏
は
今
後
事
務
全
般

を
担
当
し
ま
す
。

　

ま
た
、
既
に
経
営
特

別
相
談
員
の
講
習
も
終

え
、
相
談
員
と
し
て
融

資
相
談
に
も
力
を
注
い

で
お
り
ま
す
。
常
勤
で

す
の
で
い
つ
で
も
ご
相

談
に
乗
っ
て
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ご
相
談
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
遠
慮

な
く
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

今
後
は
飲
食
組
合
の
顔

と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
皆

様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
れ
で
は
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

日

時

場

所

受

付

総
代
会

懇
親
会

令
和
６
年
５
月
27
日
（
月
）

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
京
都

午
後
３
時
〜

午
後
４
時
〜
「
嵯
峨
の
間
」

午
後
５
時
30
分
〜
「
平
安
の
間
」

﹇﹇﹇﹇﹇

﹈﹈﹈﹈﹈
京
都
市
中
京
区
堀
川
通
二
条
城
前

☎
０
７
５（
２
３
１
）１
１
５
５

⒈ 

交
流
会
役
務
に
つ
い
て

⒉ 

連
合
会
抗
議
書
再
提
出
及
び
社
団
法
人
組
織
変
更
に
つ
い
て

⒊ 

全
中
連
理
事
会
、
企
画
委
員
会
、
西
部
地
区
研
修
会
参
加
に
つ
い
て

⒋ 

慶
弔
費
に
つ
い
て（
弔
問
弔
電
・
外
郭
団
体
祝
賀
会
）

⒌ 

総
会
日
程
に
つ
い
て

⒍ 

来
期
に
つ
い
て（
事
業
計
画
・
予
算
）

⒎ 

そ
の
他

議　題

本年の総会日程が決定
［場　所］ 京料理 祇園 花郷

［総　会］ 午後4時30分
［懇親会］ 午後6時（午後5時30分受付）

京都市東山区祇園町南側570-235　☎075（561）3311
（花見小路通市場下ル 四条通より100m西側）

京  都  料  理  飲  食  新  聞２０２４年（令和６年）４月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３６８号 （２）



先
だ
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施

令
和
５
年
度 
京
都
料
理
組
合
総
会

令
和
６
年
度
事
業
計
画 

・
歳
入
歳
出
予
算
等

第
１
４
７
回
通
常
組
合
会
で
承
認

「
料
飲
国
保
の
ご
案
内（
保
存
版
）」等

届
き
ま
し
た
か
？

〜
人
間
ド
ッ
ク
等
の
予
約
は
お
早
め
に
！
〜

料
飲
国
保
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

更
新
し
ま
し
た
！

　

３
月
末
に
、
令
和
６

年
度
の
「
料
飲
国
保
の
ご

案
内
（
保
存
版
）」
や
「
健

康
診
断
の
ご
案
内
（
要

約
版
）」
等
を
、
全
て
の

被
保
険
者
の
世
帯
に
送

付
し
ま
し
た
が
、
ご
覧

い
た
だ
け
ま
し
た
か
？

　

出
産
さ
れ
る
方
の
産

前
産
後
期
間
の
保
険
料

軽
減
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証

の
一
体
化
に
関
す
る
情

報
や
様
々
な
給
付
や
申

請
手
続
き
等
を
詳
し
く

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
健
診
・
ミ

ニ
ド
ッ
ク
の
健
診
医
療

機
関
と
し
て
京
都
工
場

保
健
会
の
健
診
セ
ン

タ
ー
や
山
科
・
宇
治
の

健
診
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。
人
間

ド
ッ
ク
や
ミ
ニ
ド
ッ
ク

は
今
か
ら
予
約
で
き
ま

す
の
で
、「
健
康
診
断
の

ご
案
内
（
要
約
版
）」
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
お
早

め
に
予
約
願
い
ま
す
。

　

料
飲
国
保
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
ま
し

た
。
ス
マ
ホ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
保
険
料

の
試
算
や
各
種
申
請
書
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
等
に

も
活
用
く
だ
さ
い
。

〈
承
認
さ
れ
た
議
案
〉

議
案
第
１
号
〜
議
案
第
６
号
は
、
２
月
の
通
常
理
事

会
で
承
認
さ
れ
た
議
案
（
３
月
号
に
掲
載
済
）。

組
合
会
当
日
に
追
加
提
案
し
承
認
さ
れ
た
の
は
、「
議

案
第
７
号　

組
合
規
約
の
一
部
改
正﹇
地
区
拡
張（
兵

庫
県
豊
岡
市
）﹈（
案
）」

第472号

京
都
料
理
飲
食
業
国
民
健
康
保
険
組
合

編
集
人　

石
谷
彰
男

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
５（
２
５
６
）３
３
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
５（
２
５
６
）６
４
３
８

京
都
府
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
料
理
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
１
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
２
１
）５
８
３
３　
﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）４
６
３
９

　

去
る
令
和
６
年
３
月

27
日
（
水
）
午
後
５
時
よ

り
、
京
料
理 

六
盛
に
お

い
て
、
京
都
料
理
組
合

が
定
時
総
会
を
行
っ
た
。

　

寺
田
紳
一
組
合
長
は

「
求
人
難
、
食
材
高
騰
な

ど
厳
し
い
こ
と
も
あ
る

中
だ
が
、
重
要
議
案
も

あ
り
、
慎
重
に
審
議
を

賜
り
た
い
」
と
挨
拶
し
、

物
故
者
に
黙
祷
を
捧
げ
た

後
、
令
和
５
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
、
令

和
６
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
な
ど
、
全
て

承
認
さ
れ
た
。
総
会
の
参

加
者
は
52
名
。
役
員
改

選
は
な
く
、
組
合
長
以

下
、
理
事
は
留
任
す
る
。

　

総
会
開
催
に
先
だ
っ

て
、
京
都
市
な
ど
か
ら

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し

て
、
お
節
料
理
な
ど
、

主
力
と
な
る
返
礼
品
を

担
う
同
組
合
へ
の
協
力

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

ま
た
参
加
者
に
は
今
年

開
催
予
定
の
京
料
理
展

示
大
会
に
つ
い
て
、
本

大
会
の
目
的
や
再
検
討

を
含
め
た
運
営
、
テ
ー

マ
及
び
内
容
な
ど
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が

配
布
さ
れ
、
広
く
意
見

を
募
っ
た
。

　

総
会
後
に
は
上
林
秀

行 

京
都
府
商
工
労
働
観

詳しくはwebで検索!

保険料の試算ができます

料飲国保組合 検索

URL：https://www.kyo-ryoinkokuho.com

京都で個人経営をする

料理飲食業で働く方の
健康を支える

令和６年度 料飲国保組合 歳入出予算の概要
〈令和６年度予算の特徴：令和５年度当初予算との比較〉

歳入科目 令和６年度予算 伸び率
歳入総額

国民健康保険料
国庫支出金
その他補助金
共同事業交付金
財産収入
繰入金
繰越金

97.3%
92.5%
97.7%
95.6%
105.2%
99.9%
100.0%
115.9%

⬇
⬇
⬇

⬆

⬆
100.0%

令和5年度当初予算 増　減
23億8,212万4千 24億4,743万7千 ｰ6,531万3千

2億9,615万5千 2億5,558万5千 4,057万0千
161万2千 161万2千 0

10億2,671万4千 11億1,038万1千 ｰ8,366万7千
10億1,219万3千 10億3,589万0千 ｰ2,369万7千

630万8千 660万0千 -29万2千
3,604万8千 3,427万3千 177万5千
309万1千 309万3千 ｰ2千

3千 3千 0

雑収入等

（単位：円） （単位：円）
歳出科目 令和6年度予算 伸び率
歳出総額

総務費・組合会費
保険給付費

後期高齢者支援金等
前期高齢者支援金等
介護納付金
共同事業拠出金
保健事業費

97.3%
97.6%
97.4%
108.5%
101.0%
115.6%
110.9%
98.4%

⬇
⬇
⬇
⬆
⬆
⬆
⬆

⬇
⬇
40.5%

令和5年度当初予算 増　減
23億8,212万4千 24億4,743万7千 ｰ6,531万3千

6,560万5千 6,670万3千 ｰ109万8千
7,235万7千 1億7,886万3千 ｰ1億0,650万6千

1億2,377万1千 1億2,683万1千 ｰ306万0千
11億3,071万4千 11億6,059万1千 ｰ2,987万7千
4億6,048万6千 4億2,428万7千 3,619万9千
2億4,103万4千 2億3,853万4千 250万0千
2億2,451万4千 1億9,424万1千 3,027万3千
6,364万3千 5,738万7千 625万6千

予備費・処支出金

⬇

⬇

　

去
る
３
月
13
日
（
水
）

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア

京
都
（
京
都
市
下
京
区
）

に
お
い
て
、
第
１
４
７

回
通
常
組
合
会
・
令
和

５
年
度
単
位
組
合
代
表

者
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

被
保
険
者
の
方
が
兵

庫
県
豊
岡
市
に
転
居
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
当

日
急
遽
、
組
合
規
約
の

一
部
改
正
﹇
地
区
拡
張
﹈

（
案
）
が
議
案
第
７
号
と

し
て
提
案
さ
れ
、
令
和

６
年
度
事
業
計
画
（
案
）

や
歳
入
・
歳
出
予
算

（
案
）、
第
35
期
組
合
会

議
員
及
び
役
員
定
数

（
案
）
等
７
つ
の
議
案
は

全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
昨
年
３
月
か
ら
、

見
直
し
に
つ
い
て
提
案

し
検
討
を
行
っ
て
い
た

各
所
属
組
合
へ
の
交
付

金
の
算
定
区
分
・
金
額

の
改
正
に
つ
い
て
は
、

議
案
第
４
号
の
組
合
規

約
取
扱
規
則
の
一
部
改

正
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

令
和
６
年
度
予
算
で

は
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
や
介
護
納
付
金
等
の

高
齢
者
関
係
の
国
へ
の

拠
出
金
の
増
加
等
に
よ

り
、
厳
し
い
財
政
運
営

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
組
合
員
・
被
保
険

者
の
皆
様
が
健
康
で
安

心
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
、

役
職
員
一
同
、
簡
素
で

効
率
的
、
持
続
的
な
料

飲
国
保
の
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

予算総額
歳 入

歳 出

［
［

［

］
］

］

23億8,212万4千円〈ー6,531万3千円 2.7%減〉
◇保険料の減少（被保険者数の減少）〈ー8,366万7千円 7.5%減〉
◇国庫支出金（国庫補助金）減少〈ー2,369万7千円 2.3%減〉
◇保険給付費（医療費等）減少〈ー2,987万円 2.6%減〉
◇高齢者関係拠出金（後期高齢者支援金、前期高齢者納付金、
介護納付金）の大幅な増加〈＋6,897万2千円 8.0%増 うち介
護納付金3,027万3千円 15.6%増〉

◇共同事業拠出金（高額医療費共同事業）の増加〈625万6千円 
10.9%増〉

令
和
６
年
度 

歳
出
予
算

令
和
６
年
度 

歳
入
予
算

京
都
府
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合

本
年
の
総
会
日
時
を
決
定

　

京
都
府
料
理
生
活
衛

生
同
業
組
合
が
、
左
記

の
日
程
で
今
年
の
総
会

を
行
う
と
決
定
し
、
多

く
の
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

﹇
日　

時
﹈

﹇
場　

所
﹈

令
和
６
年
５
月
21
日
（
火
）

午
後
５
時
〜　

総
会

午
後
６
時
〜　

懇
親
会

料
理
旅
館 

鶴
清

詳
し
く
は
同
組
合
☎
０
７
５（
２
２
１
）５
８
３
３
ま
で
。

光
部
部
長
、
土
橋
聡
憲 

京
都
市
観
光
政
策
監
ら

来
賓
を
含
め
72
名
が
参

加
し
た
懇
親
会
を
開
催
。

そ
の
冒
頭
、
寺
田
組
合

長
は
挨
拶
で
も
、「
京
料

理
展
示
大
会
に
つ
い
て
、

様
々
な
意
見
を
う
か
が

い
た
い
。
そ
し
て
運
営

に
関
し
て
は
次
代
の

人
々
に
担
っ
て
い
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
胸

の
内
を
述
べ
た
。

　

来
賓
の
祝
辞
の
後
、
賛

助
会
の
野
田
屋 

野
田
勝

広
氏
の
音
頭
で
乾
杯
、
盛

況
裡
に
散
会
と
な
っ
た
。
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神田　貴夫

趣
味
と
実
益
を
兼
ね
て　
　
　
　
　

ド
ロ
ー
ン
扱
い
歴
10
年
で
す Kohda  Takao

＼ ／

幼少の頃より将来の夢は「調理師」と言っていたとい
う。大卒後にたん熊北店リーガロイヤルホテル京都店
に就職し、修業後、2014年に家業に就いた。最も苦
労したのは学んできた京料理を「田舎ナイズしないとい
けない（笑）」こと。地鶏や鮎、ジビエといった地の食
材を生かした田舎料理、一方で街寄りの京料理、その
ハイブリッドを磨き、確たる評価を得つつある。

言
い
た
い

放
談

今
月
の

専門食材ならではの、生き残り方がある。

京
都
府
ふ
ぐ
組
合　

理
事
長　

吉
田
昌
弘

よ
し　

だ

ま
さ 

ひ
ろ

専
門
店
じ
ゃ
な
く
て
も
良
い
ん
で
す

品
書
き
に
「
ふ
ぐ
」
足
し
ま
せ
ん
か
？

ま
ず
は
有
毒
部
位
の
判
別

そ
れ
を
徹
底
す
れ
ば
良
い
の
で
は

ふ
ぐ
食
の
歴
史
あ
れ
こ
れ
と

意
外
に
身
近
で
は
な
い
地
も

専
門
店
で
な
く
て
も
全
く
Ｏ
Ｋ

ふ
ぐ
食
の
浸
透
と
増
加
の
た
め
に

京
都
府
ふ
ぐ
組
合

昭
和
25
年
設
立

加
盟
店
舗
数
：
55
軒（
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
）

【
事
務
所
】京
都
市
下
京
区
朱
雀
宝
蔵
町
１
１
２

山
口
商
店
ビ
ル
２
階

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
８
０（
３
８
４
９
）１
２
４
５

﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
３
１
１
）８
１
５
８

　

昨
年
の
９
月
20
日
、

第
74
回
ふ
ぐ
組
合
の
定

時
総
会
で
理
事
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

独
立
す
る
に
は
ふ
ぐ

も
捌
け
る
よ
う
に
な
り

た
い
、
資
格
が
欲
し
い
、

と
思
い
ま
し
て
、
前
理

事
長
の
亀
井
一
洋
さ
ん

の
お
店
で
13
年
間
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
39

歳
の
と
き
に
独
立
、
即

組
合
に
加
入
し
ま
し
て
、

41
歳
で
理
事
に
取
り
立

て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
計
と
副
理
事
長
を
兼

務
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
長
と
し
て
、
さ
ら

に
全
国
の
ふ
ぐ
組
合
の

代
議
員
と
し
て
も
、
貢

献
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
組
合
の
協
力

も
必
要
で
、陳
情
に
行
っ

た
り
せ
に
ゃ
な
ら
ん
の
で

す
が
、
テ
ー
マ
は
と
に

か
く
バ
ラ
バ
ラ
の
資
格
制

度
を
統
一
し
た
い
、
と
い

う
こ
と
に
尽
き
ま
す
。

　

京
都
の
立
場
と
し
て

は
、
ま
ず
は
処
理
、
有

毒
部
位
と
食
べ
ら
れ
る

部
位
の
判
別
で
す
ね
、

ま
ず
は
そ
こ
だ
、
と
。
比

し
て
東
京
や
神
奈
川
で

は「
処
理
」に
加
え
て「
調

理
」
も
問
わ
れ
る
と
い

う
も
の
で
、
試
験
内
容

が
違
う
ん
で
す
ね
。

　
「
処
理
」
が
で
き
て
、

食
べ
ら
れ
さ
え
す
れ
ば
、

捌
く
、
サ
メ
皮
を
ひ
く
、

て
っ
さ
を
キ
レ
イ
に
ひ

く
、
と
い
っ
た
技
術
は
、

各
店
の
研
鑽
で
、
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

東
京
都
で
は
令
和
５

年
に
ふ
ぐ
調
理
師
免
許

か
ら
ふ
ぐ
取
扱
い
責
任

者
免
許
に
変
更
に
な
っ

て
、
実
技
試
験
内
容
も

サ
メ
皮
や
て
っ
さ
引
き

は
な
く
な
り
ま
し
た
。

我
々
の
立
場
か
ら
す
る

と
前
進
で
す
ね
。

　

秋
田
県
で
は
弥
生
時

代
の
古
墳
か
ら
出
土
し
て

い
た
り
、
秀
吉
の
唐
入
り

の
際
に
は
国
内
の
最
前

線
だ
っ
た
佐
賀
で
も
食
べ

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
ふ

ぐ
食
の
歴
史
は
長
い
。

戦
国
時
代
か
ら
ご
禁
制

に
な
り
ま
し
た
が
、
後
に

伊
藤
博
文
が
解
禁
し
ま

す
。
伊
藤
公
が
訪
れ
た

料
理
屋
で
、
女
将
が
お

手
討
ち
覚
悟
で
出
し
た
の

が
き
っ
か
け
と
も
言
わ
れ

ま
す
。
今
で
は
下
関
を
は

じ
め
四
国
、
九
州
、
瀬

戸
内
が
名
産
地
で
す
ね
。

一
方
、
ふ
ぐ
が
メ
ジ
ャ
ー

じ
ゃ
な
い
土
地
も
あ
り
ま

す
。
近
年
、
千
葉
県
や

福
島
県
で
は
ト
ラ
フ
グ
の

水
揚
げ
量
が
増
え
て
は
い

ま
す
が
、
東
北
で
は
あ
ま

り
身
近
な
食
材
で
は
な
い

で
す
し
、
処
理
技
能
は

各
自
治
体
が
主
導
で
決

め
る
の
で
、
だ
か
ら
ば
ら

つ
き
が
出
て
し
ま
う
。

　

と
に
か
く
ふ
ぐ
処
理

資
格
を
、
運
転
免
許
と

同
じ
に
し
た
い
。
条
例
で

は
な
く
、
国
の
法
律
に
。

15
年
言
い
続
け
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
ま
だ

ま
だ
道
の
り
は
半
ば
で
、

国
か
ら
す
れ
ば
「
贅
沢

食
材
は
後
回
し
」
と
い

う
の
も
分
か
ら
ん
で
も

な
い
。
実
現
は
我
々
の

次
の
代
か
、
そ
の
次
の

代
か
。
そ
れ
で
も
議
員

連
盟
も
立
ち
上
げ
て
、

下
関
の
議
員
さ
ん
も
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
る
。
よ

う
や
く
こ
こ
ま
で
来
た

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
「
ふ
ぐ
料
理

は
京
都
が
一
番
」
と
も

思
っ
て
い
ま
す
し
、
そ

れ
を
継
続
し
た
い
。
魚

で
あ
っ
て
魚
で
な
い
、

脂
が
な
く
蛋
白
で
、
味

が
あ
っ
て
、
味
が
な
い

と
い
う
の
が
ふ
ぐ
の
魅

力
で
す
。
料
理
に
な
る

ま
で
に
知
識
や
技
術
が

必
要
で
、
だ
か
ら
こ
そ

面
白
い
。
味
付
け
の
王

道
は
ポ
ン
酢
で
す
が
酸

味
の
あ
る
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
だ
っ
て
良
い
ん
で
す
。

　

何
は
と
も
あ
れ
、
ふ

ぐ
食
を
浸
透
さ
せ
た
い
。

増
や
し
た
い
。
一
般
の

方
々
に
教
室
を
開
く
（
一

面
に
関
連
記
事
）
の
も

そ
の
た
め
で
す
。
専
門

店
に
は
専
門
店
な
り
の

生
き
残
り
方
が
あ
り
ま

す
。
と
同
時
に
、
専
門

店
で
な
く
て
も
良
い
ん
で

す
。
若
い
組
合
員
さ
ん

や
、
料
理
人
さ
ん
に
伝

え
た
い
ん
で
す
。「
お
店

の
品
書
き
に
、
ふ
ぐ
を

足
し
ま
せ
ん
か
？
」
と
。

コ
ン
テ
ス
ト
を
始
め
た
の

も
そ
の
た
め
で
す
。
何
で

し
た
ら
ま
ず
組
合
に

入
っ
て
い
た
だ
い
た
ら
、

分
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
さ

せ
て
も
ら
い
ま
す
の
で
。
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「名所」を「名産」に
見る桜から、食べる桜に

取材協力：京都よさの百商一気合同会社
与謝郡与謝野町字下山田134-1　☎090（8654）8091　https://www.hyakushoikki.com

深漬けを5枚使用してボンゴレ
ロッソ（パスタ100g）にしてみた。
バジルとも大葉とも違うほのかな
風味。浅漬け半分に切り、味付け
なしのプチトマトとモッツァレラ
チーズを巻いてピンチョスに

桜葉漬け

　京都丹後鉄道、与謝野駅の南側に並ぶ350本の
おかめ桜。早咲きの桜で、まだ寒さの残る当地で
も3月中旬に咲く。地元の商店団体などが「日本一
の桜の町に」と始めたプロジェクトの一環だ。さらに
この名所の桜を、名産にしようという試みが同商品
だ。3年がかりで食用の葉を摘むための桜を1m間
隔で風通しが良いように新たに植樹したところ、1
年前倒しで収穫にこぎ着けた。2mほどに育った桜

の葉を5月から8月にかけ
て摘み、その後は50cm
ぐらいを残して幹を切り、
また育成して翌年収穫す
るというサイクルを繰り返
す。2023年の収穫は12

万枚を数え、これを塩漬け
にし、真空パックしたものが
写真の商品だ。メインの商
品は写真左の深い色の葉
で、右側は塩漬け期間を数
日にした新商品の浅漬けだ。
さらに破れた葉など、規格
外のものはミンチにして売り
出すべく試作品も出来上がっ
ている。まずは「名所を名産
に」という発想、そして実現
する実行力、さらに無駄なく
売り切るアイデア、全てが店
舗営業のお手本ともなろう。塩分濃度は25度で塩はやや強め、農薬
不使用、添加物も不使用、一枚一枚手摘みの与謝野町産桜葉漬け。
その多くは和菓子店に流通するというが、負けずに料理にも転用したい
ところ。地域興しに負けない発想力を、試してみたくはなるまいか。

左の深く漬かった方がメイン商品で
1箱500枚入りで8100円。右の浅
漬けは1枚あたり30円ほどとやや割
高だが、合わせる食材や料金設定次
第。右上は収穫後に切った木もムダ
にせず、燻製さくらチップとして販
売。100g200円

吉
田 
昌
弘
（
よ
し
だ 

ま
さ
ひ
ろ
）

仕
出
し
屋
や
割
烹
で
修

業
を
積
み
、
前
理
事
長

の
店
、
ふ
ぐ
料
理 
と
も

え
で
13
年
間
修
業
を
重

ね
て
独
立
、
ふ
ぐ
料
理

専
門
店 

よ
し
田
を
Ｊ
Ｒ

花
園
駅
近
く
に
オ
ー
プ

ン
。
平
成
18
年
か
ら
は

会
計
や
、
副
理
事
長
も

兼
務
、
組
合
を
サ
ポ
ー

ト
し
続
け
、
満
を
持
し

て
昨
年
９
月
に
63
歳
で

理
事
長
に
就
任 ゛
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